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門脇　厚司　氏からひとこと
「女性が本当に大事にされる社会づくりこそ」
先頃、国立社会保障・人口問題研究所が発表した調査によれば、わが国の合計特殊出生率がま
たまた下がり、2001年に1.33になったとされます。何とか少子化を食い止めようとさまざまな
対応策がなされてはいるものの、一向にその効果が表れていないということです。そうした事態
の進行を重くみて、この五月には小泉首相が厚生労働省に新たな少子化防止策を指示しました。
働く女性が子育てしやすい条件を整えたり、社会全体で子育てする環境づくりが進められること
になるのでしょう。それに伴い、児童手当ての額を増やすとか、母親だけなく父親も育児休暇を
取りやすくするとか、保育施設を増やしたり、利用しやすくするといった対策もなされることに
なるはずです。
もちろん、そのような政策や対策がなされるのは好ましいことです。しかし、それだけで、わ
が国の女性たちが好んで結婚し、進んで子どもを産み、喜んで子育てに励むことになるでしょう
か。「こんなにも結婚や子育てに不利な条件が揃っているのに、それでも、まだ結婚する女の人が
いるというのが不思議でならない」と嘯く女子大生が少なからずいるのを知っている私には、到
底、そうなるとはおもえません。彼女たちが、結婚することに積極的になり、子どもを産むこと
を自分の喜びとし、子どもを育てることを自分の楽しみにするようになるには、他にもっと大事
なことを表現しなければならないと言わざるをえません。それはどんなことか。ズバリいえば、
わが国の女性たちが、心の底から、「自分たちが、回りのすべての人たちに、本当に大事にされて
いる、大切にされている」と実感できるような社会に変えることです。このことを裏返していえ
ば、わが国の女性たちが、自分が大事にされていることを、口先や建て前だけでなく、日々、あ
らゆる場所で、あらゆる時に、実感できるようにならない限り、わが国の少子化に歯止めはかか
らないということです。
少子化は何にも憂える事態ではないという見方や議論があることを知らないわけではありませ
ん。ですが、少子化云々とはかかわりなく女性たちが本当に大事にされる社会は、誰にとっても
生きやすい社会のはずです。であれば、手当の増額や制度いじりでお茶を濁すのではなく、本気
になってそのような社会に変えていくことにこそ私たちは全力を傾注すべきでしょう。
プロフィール
筑波大学教育学系教授（「国立女性教育会館研究紀要」紀要委員）
教育社会学、青少年文化論
日本教育社会学会、日本教育学会、日本赤ちゃん学会　等
「学校の社会力」（朝日選書：2002年）
「社会力が危ない」（学習研究社：2001年）
「大人の条件」（岩波書店：2001年）
「現在の子どもがわかる本」（学事出版：2000年）
「子どもの社会力」（岩波新書：1999年） 外　多数
平成15年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』について
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事業予告・募集
教師のための男女平等教育セミナー
7月30日∏～8月1日∫の3日間「教師のための男女平等教育
セミナー」を開催しました。参加者数は、教育委員会の指導主事、
小・中・高等学校の管理職・教員等150名（男性29名）でした。
このセミナーは、男女共同参画社会の形成に向け、教師の生
涯学習の一環として、学校教育における人権尊重・男女平等に
関する指導の充実及びジェンダーに敏感な視点の定着を目的と
して行われた実践的な研修で、今年で6回目を迎えました。
今年は「学校教育の中のジェンダー－隠れたカリキュラムを
考える－」を主題とし、はじめに文部科学省生涯学習政策局男
女共同参画学習課長有松育子氏の「男女共同参画社会の実現に
向けて」の講義がありました。
その後、ジェンダーに敏感な視点の大切さに気づく4つのワ
ークショップ（映像・言葉・スポーツ・音楽）、学校教育の中の
ジェンダー等の講義、4分科会（総合的な学習・性に関する学
習・学校経営・アドバンス・コース）に分かれての討議、自由
交流等2泊3日を通して活発な意見交換が行われました。
ヌエック公開シンポジウム
平成15年3月2日∂に「女性情報を有効に使うために―女性情報シソーラスの開発と活用」（仮
題）をテーマに、大阪府立女性総合センター（ドーンセンター）特別会議室においてシンポジウ
ムを開催します（ú大阪府男女協働社会づくり財団との共催）。
ヌエックでは平成13年度に調査研究会を開催し、女性に関する情報を効率よく検索するため
の用語集（シソーラス）を開発しました。その成果について報告し、これからの時代における女
性情報のあり方や活用についてパネルディスカッションを行います。
パネリストには調査研究会委員の田中和子さん（國学院大学教授）、尼川洋子さん（大阪府立女
性総合センター企画推進グループディレクター）他を予定しています。
女性情報の活用に興味のある皆様のご参加をお待ちしています。
参加方法等詳しくは、事業課までお問い合わせください。
公開講演会
平成15年2月14日ªに「今、生命を考える」をテーマ
に公開講演会を開催します。
講師には、女子マラソン五輪メダリストの有森裕子さ
んと、ニューヨークから健康教育の専門家をお招きし、
生命の大切さについて講演いただきます。有森さんは現
在、人口問題などに取組む国連人口基金（UNFPA）の親
善大使として活躍しています。一緒に生命の大切さを考
えてみませんか。
お申し込み等については、次号でお知らせします。 ▲昨年度の講演会から
事業の実施報告
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事業の実施報告
女性学・ジェンダー研究フォーラム
8月23日ª～25日∂の3日間、女性学・ジェンダー研究フォー
ラムを開催しました。今年で7回目を迎える同フォーラムは、初
日が雨天であったにもかかわらず、全国から約1,800名の参加が
ありました。
昨年から3年間のテーマを「21世紀の男女平等・開発・平和」
とし、今年のサブテーマを「社会に参画する」として、主催者提
供プログラムのパネルディスカッションとワークショップ8件と、
全国から公募したワークショップ123件を開催しました。
パネルディスカッション「社会参画　わたし流」では、講師に
赤松良子氏、阿部裕子氏、池上清子氏、寺本哲子氏、コーディネ
ーターに本フォーラム企画委員の中村正氏を迎え、それぞれの講
師が自分史を交えながら、社会参画について具体的な意見交換を
行いました。
このフォーラムは、女性学・ジェンダー研究と女性のエンパワ
ーメントにかかわる多様な研究・教育・実践活動の課題や成果を
出し合い、情報交換やネットワークづくりをすることを目的とし
ており、平成15年度はサブテーマを「わたしの権利」として開催
します。
▲パネルディスカッション
「社会参画 わたし流」
▲アトラクション
「吉岡しげ美 想ひあふれて乙女の詩を歌う」
国際女性情報処理研修
女性情報国際フォーラム
10月12日º～13日∂にかけて、「女性情報のグローバルなネットワークをめざして－生活に根ざ
した情報から考える－」をテーマに、「女性情報国際フォーラム」を開催しました。本フォーラムは3
年計画で行う予定であり、今回は2年目にあたります。
12日の午前中にはIsis-WICCE（アイシス女性国際文化交流団体）所長、ルース・オジャンボ・オ
チエング氏による基調講演、國学院大学教授田中和子氏による「女性情報シソーラス」についての
基調報告がありました。午後には「医療分野における情報環
境」「ICTの影響による働き方の変化」「情報化時代のリテラ
シー」の3つの分科会に分かれ、討議を行いました。13日に
はオチエング氏及び各分科会の海外招聘専門家と3名の日本
人コーディネーター、東京学芸大学教授村松泰子氏をパネリ
ストとして、パネルディスカッションを行いました。2日間
を通じて、女性の課題とICTの活用について熱心な意見交換
の場となりました。
10月3日∫～14日∑の12日間、「国際女性情報処理研修」
を実施し、アジア太平洋地域20カ国の行政機関及びNGOか
ら28名の研修生が参加しました。この研修事業は昨年から実
施しており、今回が第2回目となります。
研修は女性情報に関する講義から始まり、インターネット
検索、Word、Excel、PowerPoint等の情報処理演習を中心
に、まとめとしてワークショップという内容でした。ワーク
ショップでは個々で作成したプレゼンテーション資料をもと
に、意見交換を行いました。
研修生たちは会館での最後のプログラムとして「女性情報国際フォーラム」にも参加しました。熱
心に討議に加わり、招聘専門家、日本人参加者との交流も深まりました。
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事業の実施報告
調査研究事業報告
国立女性教育会館で実施している調査研究の成果の一部を8月24日ºの女
性学・ジェンダー研究フォーラムのワークショップの中で報告しました。ジ
ェンダー統計に関する調査研究については「エンパワーメントのためのジェ
ンダー統計─わかって、使って、確かめて」をテーマに、ジェンダー統計と
は何か、国際的・国内的経過と到達点、ジェンダー統計の不足点などを報告
し活発な意見交換が行われました。また『国立女性教育会館研究紀要』第6
号入選論文報告会では入選論文の報告会を行いました。紀要委員の審査を経
て選ばれた論文の執筆者が、自身の論文内容をわかりやすく発表し、その後に紀要委員長からの講評が行わ
れました。これからも調査研究の成果をさまざまな形で報告していきたいと考えておりますのでご期待くだ
さい。
調査研究の成果を女性学・ジェンダー研究フォーラムで報告
男女共同参画学習推進フォーラム（秋田）
10月12日ºに、財団法人秋田県婦人会館との共催で、日本赤十字秋
田短期大学を会場として「男女共同参画学習推進フォーラム in あきた
人が人らしく生きるために ～性は人権～」を開催しました。
午前の部では、さまざまな場面で受ける人権侵害について、その背
景を学ぶ6つのワークショップを行いました。引き続き、午後の部で
は、本フォーラムのテーマである「人が人らしく生きるために ～性は
人権～」と題して、千葉県知事堂本暁子氏による講演があり、会場を
埋め尽くした約500名の参加者の熱い拍手に包まれました。
女性学は1960年代後半、アメリカ合衆国の女性解放運動と大学改革運動から生まれてきた学問です。そし
て70年代後半日本に紹介され、女性問題を生み出す社会構造を理論的に解明してきました。ジェンダー（社
会的・文化的に形成された性別）概念もフェミニズムや女性学研究の中から成立したものです。その後、女性
だけを単一の視点で捉えないために、女性学で重視された「女性の視点」から「ジェンダーの視点」に立った
ジェンダー研究が進んでいます。国立女性教育会館では1983年度から高等教育機関における「女性学等関連
科目の開設状況」調査を実施してきました。10回目に当たる2000年度の調査では前回の調査と調査方法を
変えていますので簡単に
比較できませんが、科目
数、開講大学数ともに増
加しています。また開講
学部も人文系にだけでな
く、社会系、自然系まで
幅広くなっています。調
査の結果はデータベース
としてホームページに公
開しておりますのでぜひ
アクセスしてみてくださ
い。
女性学・ジェンダー論関連科目
▲報告の様子
設置形態別開講大学・短大数及び科目数（平成８年度・12年度）
設置形態
平成8年度 平成12年度
全国の大学
・短大数
99
25
61
60
444
502
1
1,192
2
0
2
5
48
125
0
182
35
4
5
8
78
31
1
162
37
37.4%
4
16.0%
7
11.5%
13
21.7%
126
28.4%
156
31.1%
1
100.0%
344
28.9%
開講大学・短大数
女子 共学
13
0
5
13
160
227
0
418
88
4
11
13
203
43
5
367
女子 共学
101
4
16
26
363
270
5
785
計計
63
63.6%
2
10.0%
37
51.4%
27
49.1%
236
49.3%
243
48.9%
1
100.0%
609
49.8%
計
科目数
2
0
5
9
87
258
0
361
97
20
67
46
392
239
1
862
女子 共学
99
20
72
55
479
497
1
1,223
計
全国の大学・短大数
2
0
2
5
72
160
0
241
61
2
35
22
164
83
1
368
＊％は全国の大学・短大数（設置形態別）に対する女性学関連科目開講大学・短大数の割合
女子 共学
開講大学・短大数
60
0
6
11
448
548
0
1,073
367
5
96
58
662
194
1
1,383
女子 共学
427
5
102
69
1,110
742
1
2,456
計
科目数
国立
大学
短大
公立
私立
大学
短大
大学
短大
放送大学
計
▲堂本　千葉県知事の講演
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１．～女性関連施設データベース2002年度更新～
女性関連施設データベースの2002年度調査が終了し、データが更新されました。女性
関連施設職員の皆様、ご協力ありがとうございました。
概要・情報事業・相談事業が最新の状況に、また2002年度開催の事業約900件が公開
されています。参加したい事業を調べたり、またプログラム企画や講師選択のご参考に、
是非ご活用ください。
２．～女性学・ジェンダー論関連科目データベース2002年度科目更新中～
女性学・ジェンダー論関連科目データベースでは、2002年度開講科目について全国の
大学・短大の学務担当者に調査をし科目データを更新中です。地元の大学でどんな科目が
開講されているか等、最新の科目情報を検索することができます。どうぞご利用ください。
「WinetCASS─データベース更新のお知らせ」
NWECのトップページにアクセスしてから「TICT」→「女性
情報」→「女性情報レファレンス事例集」とクリックしてみてく
ださい。新たに24事例が追加されました（9月から）。
これはNWECが全国の女性関連施設の情報担当者にお願いして
いるサポートメンバーの方達が、実際に受けた質問から作成した
ものです。例えば、「地域の女性団体にはどんなものがあるか」
「男性の育児休業」「在宅ワーク」などの質問について、ヒアリン
グのポイント、参考資料・情報源、提供情報・回答、コメントを
示していますので、情報担当者だけでなく女性情報に関心のある
方ならどなたにも役立つ内容になっています。
「TICT女性情報レファレンス事例集に事例を追加」
自主活動グループの紹介A
『ヌビック』（Ｎ.Ｖ.Ｃ）
グループ名の「ヌビック｣は、ヌエック ・ボラ
ンティア ・サークル から名付けま
した。
活動開始以来の存続が危ぶまれるという最大の危機が昨
年度に訪れました。しかし、重ねられた話し合いの中から、
多くの希望に支えられ、新たに今年度のスタートを切るこ
とができました。
ボランティア活動を充実していくためには、「活動と学
習は切り離せない」、「あらゆる活動での豊富な経験を継承
し、共有していきたい」、「親睦の場も必要だ」など、改め
て会員同士が共通の認識を持ちました。
これらを踏まえて、ヌビックを
と様々な計画を立てています
情報紙\ヌビックだよりaの発行（毎月）、講師を招いて
の学習会、館外研修（社会教育施設等の見学・施設ボラン
ティアとの交流）、ヌエックボランティアの交流会などを通して、ヌエックボランティアとして、
さらに力を付け、力を発揮できる場にしていきたいと考えています。
▲ヌビック（N.V.C）の活動風景
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ヌエックは「第14回全国学習フェスティバル：まなびピ
ア石川2002」（日程：10月10日∫～14日∑、主会場：石川
県産業展示館）に展示ブースを設けました。
出展内容は、インターネットを利用したホームページの紹
介、ビデオ放映、パネル展示などによるヌエックの概要の紹
介です。当日はオープニングセレモニーが終わると同時に、
多くの来場者の方がヌエックのブースに訪れ「男女共同参画
社会の形成」に関する関心の高さがうかがわれました。
全国生涯学習フェスティバルは、生涯学習に関する情報や
活動の交流、発表の場を全国規模で提供することにより、自
発的な学習活動やその成果を生かして社会参加活動を促進することを目指しています。
来年（2003年）のフェスティバルは、11月27日∫～12月1日∑にかけ沖縄県で開催され、
ヌエックも引き続き出展する予定です。
全国生涯学習フェスティバルに参加
NWECでは、8月21日π～29日∫の間、本館2階展
示ロビーで「女性学・ジェンダー研究フォーラム」の
開催に合わせてパネル展示を行いました。
これはú市川房枝記念会が「市川房枝生誕110年記
念事業」及び「政治参画センター10周年記念事業」と
して2年計画で進めている企画の一つで、秋田、北九
州に続いてNWECで展示、NWECの後は仙台、那覇と
全国の女性センターを巡回しています。
パネルは市川房枝の婦選運動の軌跡を辿りながら今
日における女性の政治参画の状況をまとめた58点の写真とデータで構成されており、「女性学・
ジェンダー研究フォーラム」の参加者もプログラムの合間などに熱心に見入っていました。
パネル展「女性の政治参画と市川房枝」を実施
▲ヌエックの出展ブース
体育館のシャワー設備の改修を行いました。これまでは、体育館のシャワーの温水は夏期（プ
ール開設日）しか使えず、ご利用の皆さまにはご不便をおかけしましたが、この9月に、個別給
湯設備を整備いたしました。これからは、年間を通じて温水をお使いいただけます。
体育館の広さは31m×25m（775ﬂ）で、バスケットボールで1面、バレーボールで2面のコ
ートがご利用いただけます。また壁面の一部には大鏡も設置してあり、姿を写しながらのジャズ
ダンスやエアロビクス、体操などにもご利用いただけ
ます。
この他に各種のレクリエーション用具や体力測定器
具も準備していますので、研修の合間などやレクリエ
ーション活動にも対応可能です。
利用料金は午前（9時～12時）及び夜間（18時～
21時）がそれぞれ3,500円、午後（13時～17時）が
4,700円（各平成14年4月1日現在）となっています。
これからは寒くなってきます。体を動かす機会が少
なくなりがちです、ヌエックの体育館へ気持ちのいい
汗を流しにいらっしゃいませんか。
体育館の設備を改修
▲太極拳の利用グループ
－8－
●寄附金受け入れの報告
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附金を含む外部資金を受け入れております。
今後とも、会館は職員一丸となって、事業の充実、運営の改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、会館に皆様
方の暖かい御篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
●主な利用団体（平成14年8月～10月）
８月
16日～18日
17日
18日
18日～10日
10日～12日
９月
18日
14日～15日
10月
12日
14日～16日
18日～10日
17日～20日
19日～20日
23日
28日～11月2日
●展示コーナー
「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康／権利）と生殖技術」
クローン技術の発達など最近の不妊治療を含ん
だ生殖技術はめざましく進展しています。
このような状況の中で，リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツの視点から先端生殖技術の問題を掘
り下げ、今後の課題について考える資料を本館１
階のエントランスホールに展示中です。是非ご覧
ください。
＊展示資料例
「女性の視点からみた先端生殖技術」・「生殖革命と人
権：生殖医療現状と生む権利・生まない自由」・「新・
レポート不妊：不妊治療の実態と生殖技術についての
意識調査報告」ほか
７月
平成14年度養護教員・学校栄養職員研修
比企地区人権教育実践報告会
埼玉県公立小・中学校女性校長・教頭研究協議会
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規採用教
員研修
全埼玉私立幼稚園連合会北部ブロック
嵐山音楽祭
第18回埼玉県学童保育合宿研究会
埼玉県高等学校ＰＴＡ連合会西部支部
社団法人大学婦人協会
全国友の会北関東部
ガールスカウト日本連盟
社団法人日中友好協会全国女性委員会
比企地区ＰＴＡ役員等研修会
第39回地方自治体女性管理監督者研修会
編 集 後 記
b 秋も日ごとに深まり、ヌエックでは、来年度の主催事業の計画を作成しています。
この季節、落葉樹の葉は、紅色にまた黄金色に色づき、天賊の舞を披露するかの
ように、それぞれの葉がひらりひらりと揺れながら地表に舞い降ります。その姿は、
暑い夏や強風をしのいだ自信と安堵の喜びを表現しているかのように思えます。
毎年の自然界の現象で見慣れていることでしょうが、秋だからこそと思ってさま
ざまな\実りaをヌエックに楽しみにいらっしゃいませんか。
〈ドングリ〉「どんぐりころころ」の唱歌で代表されるどんぐりは、ナラ、クヌギ、カシ、シイなどブ
ナ科の木の実の総称で、古代の人々は食料としていたようです。丸顔のクヌギの種子は、正面玄
関前や日本庭園の池の端の雑木林の中に転がっています。ヌエックには味の良い\栗（山栗）aも
あるんです。どうぞ栗ひろいにもお出かけください。（上の写真はヌエックのどんぐりです。）
〈イチョウ〉一億五千万年以上昔の中生代・ジュラ期には、種類も豊富でシダ植物などとともに全盛
を誇った雌雄異種（雌雄異株）の落葉高木で、漢字では「銀杏」とも「公孫樹」とも書きます。レスト
ランの前庭に2本生育しておりますが、建物に近い樹が雌株です。（ギンナンひろいもどうぞ）
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